
　

平
穏
な
年
明
け
と
と
も
に
、
令

和
八
年
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
こ

の
一
年
が
実
り
多
く
、
充
実
し
た

年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

新
年
最
初
の
連
盟
行
事
で
あ
る
秋
田
県
新
春
書
初
め
席

書
大
会
は
、
三
百
三
十
名
の
参
加
を
得
て
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
、
武
道
や
茶
華
道
の
関

係
者
の
皆
様
、
さ
ら
に
参
観
者
を
含
め
ま
す
と
、
約
六
百

名
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
関
係
各
位
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
書
初
め
席
書
大
会
は
、今
年
で
第
十
七
回
を
迎
え
、

県
内
の
新
春
を
彩
る
風
物
詩
と
し
て
、
広
く
県
民
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
開
催
当
初
に
中
高

生
で
あ
っ
た
参
加
者
が
、
今
で
は
保
護
者
と
し
て
自
ら
の

子
ど
も
を
連
れ
て
参
加
し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
、
私
た
ち

の
活
動
が
次
世
代
へ
の
書
道
文
化
の
継
承
に
、
さ
さ
や
か

な
が
ら
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
新
年
の
行
事
が
今
後
も
長
く
続
い
て
い
く
よ
う
、
次
年

度
も
引
き
続
き
、
広
く
参
加
の
呼
び
か
け
と
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
末
か
ら
新
年
に
か
け
て
、
本
県
の
書
道
界

に
と
っ
て
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
ま
し
た
。
一
つ
は
、

前
副
理
事
長
の
藤
原
豊
道
先
生
が
秋
田
県
芸
術
文
化
章
を
、

ま
た
理
事
の
保
坂
省
峰
先
生
が
秋
田
市
文
化
団
体
連
盟
章

を
受
章
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
お
二
人
と
も
、
長
年
に
わ
た

る
県
や
市
の
書
道
会
で
の
ご
活
動
を
通
じ
、
地
域
文
化
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
ご
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
書
初
め
席
書
大
会
に
お
い
て
能
代
松
陽

高
校
と
と
も
に
見
事
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
く

れ
た
大
曲
高
校
書
道
部
が
、
新
年
に
静
岡
で
行
わ
れ
た
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
全
国
大
会
に
お
い
て
、
第
三
位
入

賞
の
栄
に
輝
い
た
こ
と
で
す
。
今
回
の
入
賞
は
、
同
校
の

今
後
の
活
動
に
一
層
の
弾
み
が
つ
く
も
の
と
し
て
、
そ
の

健
闘
を
心
か
ら
称
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
当
連
盟
で
は
十
代
の
学
生
の
方
の
入
会
を
含

め
、
十
五
名
の
新
し
い
仲
間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
年
明
け
以
降
も
、
複
数
の
方
か
ら
新
年
度
の

入
会
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
会
員
数
が
わ
ず
か

な
が
ら
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

我
が
国
の
多
く
の
伝
統
文
化
団
体
に
お
い
て
、
会
員
数

の
減
少
と
高
齢
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
全
国
一
の
人
口
減
少
が
進
む
本
県
に
お
い
て
は
、
な

お
さ
ら
深
刻
な
問
題
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な

中
で
の
こ
の
状
況
は
、
各
部
の
地
道
な
取
り
組
み
や
、
会

員
の
皆
様
お
一
人
お
一
人
の
ご
活
躍
の
積
み
重
ね
に
加

え
、
一
昨
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
当
連
盟
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
、
秋
田
魁
新
報
社
に
よ
る
広
報
面
で
の
ご
支
援
等
に

よ
る
も
の
と
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
時
代
の

変
化
を
見
据
え
た
柔
軟
な
運
営
と
情
報
発
信
の
工
夫
を
重

ね
な
が
ら
、
書
道
文
化
を
次
の
世
代
へ
と
確
か
に
引
き
継

い
で
い
く
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
そ
し
て
当
連
盟
に

と
っ
て
、
大
き
く
躍
進
す
る
一
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り

祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

秋田県新春書初め席書大会授賞式にてあいさつをする後藤理事長

第　134　号
秋　田　県　書　道　連　盟

　事務局　深　井　春　祥
　発行人　後　藤　武　之
　編　集　広　　報　　部
　（題字：長　沼　雅　彦）

https://akita-shoren.jp

躍
進
の
年
に

理
事
長　

後　

藤　

武　

之
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主
催　

秋
田
魁
新
報
社

　
　
　

秋
田
県
総
合
公
社

　
　
　

秋
田
県
書
道
連
盟

大
会　

令
和
８
年
１
月
11
日
（
日
）

会
場　

秋
田
県
立
武
道
館

展
覧
会
期　

令
和
８
年
１
月
29
日
（
木
）
～
２
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
初
日
は
正
午

か
ら
︑
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

展
覧
会
場　

さ
き
が
け
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
秋
田
魁
新
報
社
１
Ｆ
）

　
﹁
書
初
め
を
通
じ
て
伝
統
文
化
の
再
認
識
を
図
り
、

書
道
文
化
の
振
興
並
び
に
書
写
・
書
道
教
育
の
充
実

に
寄
与
す
る
こ
と
﹂
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
３
３
０
人
。
幼
児
・
小
学
生
、
高
校
生
、

大
学
生
、
一
般
の
４
部
門
。

　

秋
田
県
弓
道
連
盟
・
秋
田
県
剣
道
連
盟
に
よ
る
新

春
武
道
演
武
、
秋
田
県
華
道
連
盟
に
よ
る
生
け
花
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
表
千
家
学
校
茶
道
部
に

よ
る
薄
茶
席
と
、
日
本
文
化
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。ご
提
供
い
た
だ
い
た
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
・
現
代
詩
を
秋
田
県
書
道
連
盟
会
員
８
名
が
書

で
表
現
し
た
文
化
団
体
と
書
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

大
曲
高
校
と
能
代
松
陽
高
校
の
書
道
部
に
よ
る
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
短
歌
】

加
藤　

ト
シ
子
先
生
作
品

　
　

揮
毫
者　

会
津
千
寿
子

鈴
木　

修
一
先
生
作
品

　
　

揮
毫
者　

竹
村　

天
祐

【
俳
句
】

佐
々
木　

公
平
先
生
作
品

　
　

揮
毫
者　

長
沢　
　

薫

小
野　

昭
太
郎
先
生
作
品

　
　

揮
毫
者　

深
井　

春
祥

【
川
柳
】

福
井　

正
人
先
生
作
品

　
　

揮
毫
者　

佐
々
木
青
爛

畑
山　

真
理
子
先
生
作
品

　
　

揮
毫
者　

千
葉　

瑤
真

【
現
代
詩
】

佐
々
木　

久
春
先
生
作
品

　
　

揮
毫
者　

畑
中　

裕
子

佐
々
木　

久
春
先
生
作
品

　
　

揮
毫
者　

伊
藤　

清
子

第
17
回
秋
田
県
新
春
書
初
め
席
書
大
会

展
覧
会
期

展
覧
会
場

大
会

会
場

主
催

表千家学校茶道部による薄茶席

秋田県剣道連盟による居合道演武

開会式

大曲高校書道部と能代松陽高校書道部による
パフォーマンス作品

秋田県弓道連盟による弓道演武席書大会
秋田県華道連盟による生け花
のデモンストレーション

大会
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たくさん保護者の皆様がいらっしゃいました

秋田県書道連盟後藤理事長より授与

秋田魁新報社佐川社長より授与

秋田県立武道館大野館長より授与

　

２
月
１
日
（
日
）、
さ
き
が
け
ホ
ー
ル
に
て
授
賞
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
別
賞
、
推
薦
の
26
人
と
２
団

体
（
し
ょ
う
じ
汎
山
書
道
教
室
・
伊
藤
恵
雪
書
道
教
室
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
魁
新
報
社
佐
川
博
之
社
長
、

秋
田
県
立
武
道
館
大
野
正
樹
館
長
、
秋
田
県
書
道
連
盟

後
藤
武
之
理
事
長
よ
り
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
藤
理
事
長
か
ら
は
、「
指
定
の
用
紙
や
時
間
、
大

勢
の
人
の
前
で
書
く
と
い
う
状
況
の
中
で
、
大
変
緊
張

し
た
と
思
い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
練
習
に
励
ん
だ
こ
と

が
伝
わ
っ
て
く
る
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多
く
、
感
心
し

ま
し
た
。
い
か
な
る
場
面
で
も
努
力
す
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
受
賞
者
へ
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

展覧会

審査風景
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主
催　

秋
田
県
書
道
連
盟

会
期　

令
和
８
年
１
月
29
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
　

２
月
１
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
（
初
日
は
正
午
か
ら
︑
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

会
場　

さ
き
が
け
ホ
ー
ル

　
　
　
（
秋
田
魁
新
報
社
１
Ｆ
）

　

本
展
は
﹁
拘
束
の
な
い
独
自
の
発
展

を
重
ん
じ
会
員
相
互
の
親
睦
と
本
県
書

道
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
﹂
を

目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
田
県
新
春
書
初
め
席
書
大
会
展
覧
会

と
同
時
期
に
開
催
さ
れ
、
今
年
は
80
点

の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

第10回新春小品書展
主
催

会
期

会
場
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主
催　

秋
田
魁
新
報
社

会
期　

令
和
７
年
10
月
25
日
（
土
）
～
10
月
29
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場　

ア
ト
リ
オ
ン

　

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
腕
を
振
る
う
、
県
内
最
大

規
模
の
公
募
展
で
す
。
一
般
、
小
中
高
生
か
ら
計

１
６
３
５
点
の
応
募
が
あ
り
、
入
賞
１
３
９
４
点
、
入

選
２
３
１
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。
審
査
主
査
を
務
め
る

予
定
で
あ
っ
た
石
飛
博
光
さ
ん
（
創
玄
書
道
会
名
誉
会

長
）
は
急
病
の
た
め
欠
席
。
県
内
の
審
査
員
６
名
が
代

わ
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　

本
連
盟
会
員
の
魁
星
賞
、
一
般
一
科
・
二
科
を
紹
介

し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
魁
星
賞

　
「
偶
然
」
を
「
必
然
」
に
変
え
る
研
鑽

山　

口　

顕　

正

　

こ
の
度
は
、
秋
田
書
道
展
に
お
い

て
魁
星
賞
と
い
う
栄
え
あ
る
賞
を
賜

り
、
驚
き
と
と
も
に
大
き
な
喜
び
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
県
展
に

続
き
、
身
に
余
る
評
価
を
い
た
だ
け

た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
身
の
引
き
締
ま
る
光
栄
な
出

来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
制
作
過
程
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
大
き
な
葛

藤
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
今
の
物
価
高
騰
は
書
の
世
界
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
、
私
自
身
、
日
々
の
習
作
や
草
稿
段

階
で
は
安
価
な
道
具
を
用
い
る
こ
と
が
増
え
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
い
ざ
本
番
用
の
紙
と
墨
を
手
に
す

る
と
、
良
い
作
品
に
し
よ
う
と

い
う
気
負
い
か
ら
か
、
筆
先
に

「
作
為
」
が
生
じ
、
最
初
の
一

文
字
目
か
ら
理
想
の
イ
メ
ー
ジ

か
ら
離
れ
て
し
ま
う
と
い
う
壁

に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
結
局
、

何
度
書
き
直
し
て
も
、
無
欲
の

状
態
で
筆
を
動
か
し
た
草
稿
段

階
の
勢
い
や
構
成
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
道
具
と

表
現
の
調
和
に
課
題
を
残
し
た
ま
ま
の
出
品
に
な
り
ま

し
た
。

　

当
初
は
悔
し
さ
を
抱
え
て
の
提
出
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
「
無
心
の
筆
跡
を
超
え
ら
れ
な
い
苦
し
み
」

こ
そ
が
、
技
術
の
み
な
ら
ず
精
神
面
の
未
熟
さ
を
教
え

て
く
れ
る
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
計
算
を
超
え

た
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
る
響
き
こ
そ
が
書
の
醍
醐
味
で
は

あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
い
か
に
確
か
な
実
力
と
し
て
定

着
さ
せ
る
か
と
い
う
、
新
た
な
課
題
を
い
た
だ
い
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

作
品
意
図
と
し
て
は
、
明
清
の
古
典
が
持
つ
大
ら
か

な
ス
ケ
ー
ル
感
を
基
調
と
し
つ
つ
、
昨
年
よ
り
も
文
字

を
小
さ
く
書
く
こ
と
で
、
額
装
さ
れ
た
際
の
余
白
と
空

間
構
成
の
調
和
を
追
求
い
た
し
ま
し
た
。
古
典
へ
の
理

解
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
全
体

の
収
ま
り
と
い
う
点
で
は
、
よ
う
や
く
目
指
す
べ
き
表

現
の
方
向
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
反
省
を
た
だ
の
悔
恨
に
終
わ
ら
せ
ず
、
次
の

一
歩
を
照
ら
す
糧
と
し
て
大
切
に
し
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
書
を
楽
し
み
、
探
究
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
急

遽
、
審
査
に
あ
た
ら
れ
た
先
生
方
、
な
ら
び
に
本
展
開

催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
念
願
の
魁
星
賞
を
受
賞
し
て
」佐　

藤　

直　

哉

　

こ
の
度
は
、
魁
星
賞
受
賞
の
栄
に

浴
し
、
誠
に
恐
悦
至
極
に
存
じ
ま

す
。
魁
紙
面
の
記
事
に
も
あ
り
ま
し

た
様
に
、
石
飛
博
光
審
査
主
査
が
欠

席
さ
れ
ま
し
た
こ
と
も
影
響
し
た
も

の
と
は
存
じ
ま
す
が
、
過
分
の
高
評
を
仰
ぎ
ま
し
た
こ

と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
浅

学
菲
才
を
顧
み
ず
、
鋭
意
研
鑽
を
重
ね
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
倍
旧
の
ご
厚
誼
の
程
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
今
年
の
誕
生
日
で
卌
五
歳
に
な
り
ま
す
。

暦
を
見
ま
す
と
、
昭
和
五
十
六
年
生
ま
れ
の
本
命
星

「
一
白
水
星
」
は
、
今
年
「
八
方
塞
が
り
」
の
年

に
当
た
る
そ
う
で
す
。
八
方
塞
が
り
に
は
、
吉
運
凶

運
が
と
も
に
大
き
く
現
れ
る
と
さ
れ
、
「
凶
運
は
未

然
に
祓
い
除
け
、
吉
運
は
盛
大
に
招
き
寄
せ
る
」
と

い
う
極
め
て
都
合
の
良
い
願
い
を
込
め
て
「
八
方
除

け
」
と
い
う
厄
祓
い
を
行
い
ま
す
。
私
も
年
始
早
々

こ
れ
を
行
い
、
今
は
吉
運
が
大
き
く
現
れ
る
の
を

第
88
回
秋
田
書
道
展
覧
会

会
期
主
催

会
場

※
写
真
は
秋
田
魁
新
報
社
提
供

作
品
名
「
李
東
陽
句
」
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待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
私
が
岡
野
楠
亭
師
（
現
在
、
日
展

会
員
・
西
泠
印
社
名
誉
理
事
な
ど
）
に
入
門
し
、
本
格

的
に
篆
刻
を
始
め
て
以
来
、
は
や
四
半
世
紀
が
経
ち
ま

し
た
。
廿
代
半
ば
ま
で
は
公
募
展
出
品
に
熱
中
し
、
廿

二
歳
、
廿
三
歳
で
読
売
展
特
選
、
廿
四
歳
で
日
展
入
選

な
ど
好
成
績
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
慢
性

的
に
お
金
が
な
い
篆
刻
青
年
で
し
た
。
そ
ん
な
私
は
廿

五
歳
で
郷
里
に
戻
り
、
こ
れ
を
潮
時
に
社
中
や
中
央
書

壇
か
ら
脱
退
し
て
か
ら
は
、
普
通
の
篆
刻
愛
好
家
と
し

て
、
周
囲
の
人
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
日
々
篆
刻
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
専
ら
戦
国
古
璽
や
秦
漢
印
な
ど
、
古

典
印
章
の
格
調
高
雅
な
趣
に
清
新
な
筆
意
や
刀
意
を
融

合
さ
せ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
制
作
活
動
に
取
り

組
ん
で
来
ま
し
た
。
造
形
の
面
白
い
文
字
に
は
、
表
情

の
豊
か
さ
や
現
代
美
術
に
も
通
じ
る
精
彩
さ
が
期
待
さ

れ
る
反
面
、
得
て
し
て
そ
の
文
字
だ
け
が
目
立
っ
て
了

い
、
全
体
的
な
調
和
や
印
章
本
来
の
気
品
を
失
う
リ
ス

ク
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
殷
商
金
文
の
「
車
」
の
象

形
文
字
の
造
形
に
魅
か
れ
、
敢
え
て
こ
の
文
字
の
作
品

化
を
試
み
ま
し
た
。

作
品
名
「
安
車
蒲
輪
」

【
自
運
漢
字
】

▼
推
薦

加
賀
谷　

里　

萩（
能　

代　

市
）

深　

井　

春　

祥（
潟　

上　

市
）

横　

山　

由　

希（
男　

鹿　

市
）

▼
特
選

竹　

内　

史　

子（
秋　

田　

市
）

千　

葉　

園　

泉（
大　

仙　

市
）

津　

島　

一　

美（
由
利
本
荘
市
）

筒　

井　

敏　

秋（
秋　

田　

市
）

毛　

利　

美　

緒（
能　

代　

市
）

▼
秀
作

齊　

藤　

英　

知（
秋　

田　

市
）

佐　

藤　

珠　

苑（
北
秋
田
市
）

▼
褒
状

成　

田　

昌　

雲（
男　

鹿　

市
）

中　

川　

大　

輔（
秋　

田　

市
）

眞　

田　

錦　

水（
横　

手　

市
）

田　

村　

芳　

汀（
秋　

田　

市
）

野　

村　

玉　

泉（
秋　

田　

市
）

佐　

藤　

桂　

葉（
秋　

田　

市
）

佐
々
木　

汪　

心（
秋　

田　

市
）

東
海
林　

龍　

文（
秋　

田　

市
）

小　

玉　

豊　

光（
五
城
目
町
）

小　

坂　

白　

悠（
秋　

田　

市
）

古　

田　

柯　

香（
秋　

田　

市
）

▼
入
選

保　

坂　

省　

峰（
秋　

田　

市
）

八　

栁　

竹　

耀（
仙　

北　

市
）

佐
々
木　

嶂　

芳（
秋　

田　

市
）

竹　

村　

和　

佳（
男　

鹿　

市
）

篠　

田　

溪　

山（
秋　

田　

市
）

大　

山　

美　

泉（
秋　

田　

市
）

櫻　

庭　

明　

峰（
潟　

上　

市
）

【
臨
書
漢
字
】

▼
特
選

川　

田　

直　

政（
秋　

田　

市
）

齊　

藤　

孝　

快（
大　

仙　

市
）

菅　

原　

玉　

峰（
潟　

上　

市
）

深　

井　

春　

祥（
潟　

上　

市
）

▼
秀
作

竹　

村　

和　

佳（
男　

鹿　

市
）

小　

玉　

豊　

光（
五
城
目
町
）

▼
褒
状

保　

坂　

省　

峰（
秋　

田　

市
）

堀　

井　

智
香
子（
秋　

田　

市
）

菅　

原　

紫　

雲（
潟　

上　

市
）

古　

田　

柯　

香（
秋　

田　

市
）

▼
入
選

田　

村　

芳　

汀（
秋　

田　

市
）

小　

松　
　
　

素（
宮
城
県
多
賀
城
市
）

【
自
運
か
な
】

▼
特
選

鈴　

木　

昭　

子（
横　

手　

市
）

▼
秀
作

宇
佐
美　

桂　

月（
秋　

田　

市
）

【
臨
書
か
な
】

▼
秀
作

小　

島　

弥
恵
子（
由
利
本
荘
市
）

【
大
字
書
】

▼
推
薦

堀　

内　

理
紗
子（
由
利
本
荘
市
）

▼
秀
作

竹　

内　

美　

穂（
に
か
ほ
市
）

▼
入
選

石　

川　

抱　

鶴（
秋　

田　

市
）

成　

田　

暁　

翠（
秋　

田　

市
）

【
調
和
体（
近
代
詩
文
）】

▼
推
薦

石　

川　

抱　

鶴（
秋　

田　

市
）

▼
特
選

阿　

部　

公　

美（
秋　

田　

市
）

熊　

谷　

貞　

子（
由
利
本
荘
市
）

横　

山　

和　

萩（
由
利
本
荘
市
）

▼
秀
作

小　

島　

弥
恵
子（
由
利
本
荘
市
）

打　

矢　

博　

子（
由
利
本
荘
市
）

浅　

野　
　
　

忍（
由
利
本
荘
市
）

工　

藤　

里　

美（
由
利
本
荘
市
）

畑　

中　

裕　

子（
由
利
本
荘
市
）

堀　

井　

直　

子（
由
利
本
荘
市
）

▼
褒
状

佐
々
木　

采　

嘉（
横　

手　

市
）

柿　

㟢　

真　

翠（
秋　

田　

市
）

佐
々
木　

幸　

子（
由
利
本
荘
市
）

菊　

地　

謙　

二（
由
利
本
荘
市
）

▼
入
選

鈴　

木　

涛　

春（
男　

鹿　

市
）

遠　

藤　

芙
美
子（
由
利
本
荘
市
）

須　

田　

照　

子（
由
利
本
荘
市
）

大　

渕　

麻　

弥（
秋　

田　

市
）

【
篆
刻
・
刻
字
】

▼
秀
作

熊　

谷　

貞　

子（
由
利
本
荘
市
）

▼
入
選

打　

矢　

敏　

昭（
由
利
本
荘
市
）

【
自
運
漢
字
】

▼
秀
作

堀　

田　

聡　

弥（
秋　

田　

市
）

片　

岡　

景　

泉（
由
利
本
荘
市
）

【
臨
書
漢
字
】

▼
入
選

藤　

谷　

瑞　

光（
大　

仙　

市
）

【
自
運
か
な
】

▼
入
選

三　

浦　
　
　

遥（
由
利
本
荘
市
）

古　

瀬　

桜　

舟（
秋　

田　

市
）

【
調
和
体（
近
代
詩
文
）】

▼
佳
作

片　

岡　

景　

泉（
由
利
本
荘
市
）

福　

原　

桃　

李（
秋　

田　

市
）

一
般
一
科

一
般
二
科
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第２会場第２会場第２会場
（小学生条幅・八つ切り・硬筆・中学生条幅）（小学生条幅・八つ切り・硬筆・中学生条幅）（小学生条幅・八つ切り・硬筆・中学生条幅）

第
３
会
場

第
３
会
場

第
３
会
場

高
校
生
条
幅
、一
般
二
科
（
自

高
校
生
条
幅
、一
般
二
科
（
自

高
校
生
条
幅
、一
般
二
科
（
自

運
漢
字
、
臨
書
漢
字
）

運
漢
字
、
臨
書
漢
字
）

運
漢
字
、
臨
書
漢
字
）

第１会場第１会場第１会場
一般一科（自運漢字、一般一科（自運漢字、一般一科（自運漢字、
臨書漢字、調和体、篆刻・臨書漢字、調和体、篆刻・臨書漢字、調和体、篆刻・
刻字）、小・中学生半紙、刻字）、小・中学生半紙、刻字）、小・中学生半紙、
賛助、招待、無鑑査賛助、招待、無鑑査賛助、招待、無鑑査

第４会場第４会場第４会場
一般一科（自運かな、一般一科（自運かな、一般一科（自運かな、
臨書かな、大字書）、臨書かな、大字書）、臨書かな、大字書）、
一般二科（自運かな、一般二科（自運かな、一般二科（自運かな、
臨書かな、調和体）臨書かな、調和体）臨書かな、調和体）
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「
仮
名
作
品
の
形
態
と
書
美
の
傾
向
」

　

講
義
内
容
は
、
書
写
形
態
に
よ
る
巻
子
本
・
冊
子
本
の

代
表
的
古
典
紹
介
や
表
現
方
法
の
相
違
、
歌
集
が
書
か
れ

た
背
景
等
々
。
現
在
は
鮮
明
な
画
像
の
作
品
集
が
多
々
あ

り
ま
す
が
、
足
を
運
ん
で
本
物
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
を

強
調
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

実
演
で
は
、
西
行
の
歌
を
披
露
し
、
仮
名
の
世
界
に
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。
用
具
用
材
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の

小
話
を
惜
し
み
な
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
仮
名
の
基
本
的
な
こ
と
が
分
か
り

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」「
普
段
は
漢
字
が
中
心
で
す
が
、

機
会
が
あ
れ
ば
古
筆
を
鑑
賞
し
、
作
品
に
生
か
し
て
行
き

た
い
で
す
。」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
漢
字
部
門
Ⅱ
】

「
楽
し
く
詩
文
書
を
書
こ
う
！
」

　

講
義
内
容
は
、
近
代
詩
文
の
歴
史
や
特
徴
、
制
作
に
あ

た
り
考
慮
が
必
要
な
著
作
権
や
撰
文
方
法
、
用
具
用
材
、

構
成
、
余
白
、
落
款
等
々
。

　

実
技
で
は
、
配
布
さ
れ
た
資
料
を
参
考
に
、
多
彩
な
線

質
や
造
形
を
楽
し
み
な
が
ら
筆
を
執
っ
て
い
ま
し
た
。
希

望
に
応
じ
添
削
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
演
で
は
馬
場
あ
き

子
氏
の
詩
を
豪
快
に
書
き
上
げ
、
そ
の
後
は
質
問
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
積
極
的
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
漢
字
の
勉
強
を
し
て
い
る
の

で
、
近
代
詩
文
を
勉
強
す
る
機
会
が
な
く
、
今
回
参
加
し

て
良
か
っ
た
と
思
う
。」「
展
覧
会
に
行
っ
た
際
に
は
、
近

代
詩
文
の
作
品
も
鑑
賞
し
た
い
で
す
。」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

実技研修会
　　　令和７年10月12日（日）

　　　14：00～16：30

　　　協働大町ビル

　　　　13:30 ‒ 14:00 受付 

　　　　14:00 - 14:10 開会式 

　　　　14:15 ‒ 16:15 実技 

　　　　16:20 - 16:30 閉会式 

　　　　16:30 - 懇親会

日時

会場

日程

【
仮
名
部
門
】　

講
師
：
小
松
紫
峯
先
生

【
詩
文
書
部
門
】　

講
師
：
佐
々
木
青
爛
先
生

開会式

講師と研修内容
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普
段
私
た
ち
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
み
る
南
極
の
世
界

は
も
ち
ろ
ん
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
裏
側
も

紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
昔
は
女
性
が
参
加
す
る
こ
と

は
稀
だ
っ
た
た
め
に
女
性
用
の
お
風
呂
は
作
ら
れ
て
お

ら
ず
、
時
間
帯
で
男
性
女
性
と
分
け
て
使
用
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
大
久
保
先
生
の
よ
う
に
パ
ワ
フ
ル
に
活
躍

す
る
女
性
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
に
嬉
し
く
感
じ
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
日
常
生
活
に

必
要
な
水
は
大
変
貴
重
な
の
で
、
ろ
過
し
な
が
ら
洗
濯

回
数
を
抑
え
大
切
に
使
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
普
段

当
た
り
前
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
い
か
に
有
難
い
こ
と

か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

過
酷
な
４
ケ
月
の
南
極
で
の
生
活
を
振
り
返
り
「
今

思
う
と
最
高
に
楽
し
か
っ
た
、
や
れ
る
こ
と
だ
け
を
や
れ

ば
案
外
ど
う
に
で
も
な
る
、
同
行
者
と
し
て
参
加
し
た

が
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
認
め
て
く
れ
て
仲
間
に
な
れ

た
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
た
」
と
、
大
久
保
先
生
の
常
に

明
る
く
前
向
き
な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

分
野
は
違
え
ど
、
前
向
き
な
考
え
方
や
行
動
力
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
久
保
先
生
が
２
０
２
５
年
度
東
北
写
真
記
者
協
会

「
新
聞
・
企
画
部
門
」で
銅
賞
を
受
賞
し
た「
南
極log

（
ロ

グ
）」。

　

２
０
２
４
年
12
月
か
ら
２
０
２
５
年
４
月
に
か
け
て
、

日
本
新
聞
協
会
の
南
極
観
測
隊
同
行
取
材
者
と
し
て
、

第
66
次
隊
と
と
も
に
南
極
へ
向
か
い
、観
測
船
「
し
ら
せ
」

か
ら
目
に
し
た
幻
想
的
な
光
景
や
、
隊
員
た
ち
の
使
命

感
あ
ふ
れ
る
姿
を
記
録
し
た
も
の
で
す
。「
南
極log

（
ロ

グ
）」
で
検
索
す
る
と
、
詳
細
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
残
念
な
が
ら
参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
様
も
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

令
和
８
年
１
月
25
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
３
時
15
分

会
場　

協
働
大
町
ビ
ル

講
師　

大
久
保
瑠
衣
先
生

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
３
年
︑
秋
田
市
生
ま
れ
︒
２
０
０
６

年
︑
秋
田
魁
新
報
社
入
社
︒
営
業
局
営
業

部
︑
本
荘
支
局
︑
制
作
セ
ン
タ
ー
整
理
部
な

ど
を
経
て
︑
２
０
１
８
年
よ
り
デ
ジ
タ
ル
セ

ン
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
部
︒
写
真
記
者
と
し
て
︑

２
０
１
８
年
夏
の
甲
子
園(

金
足
農
業
高
校

準
優
勝)

︑
２
０
２
１
年
の
無
観
客
開
催
の
東

京
五
輪(

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技)

な
ど
を
取

材
し
︑
数
々
の
歴
史
に
残
る
場
面
を
収
め
る
︒

２
０
２
５
年
か
ら
統
合
編
集
本
部
写
真
映
像

グ
ル
ー
プ
長
︒

演
題　

南
極
日
誌

　
　
　

～
写
真
と
映
像
で
め
ぐ
る
氷
の
世
界
～

内
容

　

・
南
極
観
測
隊
に
つ
い
て

　

・
南
極
に
は
ど
う
や
っ
て
行
く
？

　

・
観
測
隊
の
お
仕
事
・
南
極
っ
て
︙
ど
ん
な

と
こ
ろ
？

　
　
　

昭
和
基
地　

昭
和
基
地
以
外　

自
然
現
象

　

・
４
ケ
月
間
を
振
り
返
っ
て

日
時

会
場

講
師

内
容

演
題 新

年
研
修
会

講師
大久保 瑠衣先生

研修会の様子

　写真展「南極にて―第66次観測隊同行
記録―」が３月14日（土）から26日（木）ま
で、さきがけホールにて開催され、未公開
の写真も含め約40点が展示されました。

手前の写真は研修会で印象的だった
「正月ではない初日の出」
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こ
の
度
は
思
い
が
け
な
い
栄
誉
あ

る
章
を
い
た
だ
き
驚
き
で
一
杯
で

す
。

　

こ
の
章
は
秋
田
県
書
道
連
盟
、

所
属
団
体
で
あ
る
書
壇
院
、
毎
日
書
道
会
、
県
内
書
友

の
皆
さ
ん
、
家
族
の
協
力
の
お
蔭
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

「
努
力
の
上
に
花
が
咲
き
、
絆
の
下も
と

に
実
を
結
ぶ
」

と
い
う
言
葉
を
い
つ
も
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。
個
人

の
努
力
は
勿
論
で
あ
る
が
、
多
く
の
仲
間
、
絆
が
あ
っ

て
こ
そ
達
成
出
来
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
九
月
の
健
康
診
断
で
肺
に
異
常
が
見
つ
か
り
、

入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
芸
文
協
か
ら
受

章
の
連
絡
が
届
き
ま
し
た
。
急
に
元
気
に
な
っ
た
よ
う

に
喜
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
八
十
歳
を
と
う
に
過
ぎ
た
今
を
振
り
返
っ
て

見
る
と
「
書
」
に
生
か
さ
れ
た
人
生
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
紆
余
曲
折
、
つ
ら
い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
が
沢
山

あ
っ
た
け
れ
ど
書
が
あ
っ
た
お
蔭
で
乗
り
越
え
て
く
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

長
く
生
き
て
き
て
大
事
な
こ
と
は
、

一
．
物
事
に
対
す
る
情
熱
。

一
．
決
め
た
事
を
や
り
遂
げ
る
信
念
。

一
．
書
格
あ
る
作
品
づ
く
り
。

　

ジ
ャ
ン
ル
が
違
い
、
利
慾
を
離
れ
て
一
生
懸
命
目
標

に
向
う
人
は
、
実
に
幸
福
な
人
で
あ
り
尊
敬
す
べ
き
人

で
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
う
人
達
と
相
対
し

て
語
り
合
う
時
、
心

が
自
か
ら
和
や
か
に

な
り
ま
す
。
そ
の
人

が
持
っ
て
い
る
人
間

と
し
て
の
魅
力
は
、

書
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ

る
こ
と
で
失
敗
を
恐

れ
ず
前
に
進
む
べ
き

で
す
。
苦
難
を
堪
え

忍
ぶ
こ
と
で
人
は
強

く
な
り
、
考
え
が
広

が
り
魅
力
と
な
っ
て

現
れ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
授
章
式
か
ら
祝
賀
会
ま
で

長
時
間
に
亘
り
盛
況
な
お
祝
い
に
導
い
て
下
さ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
変
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
秋
田
市
文
化
団

体
連
盟
章
を
受
章
し
身
に
余
る
光

栄
に
存
じ
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
に
秋
田
市
書
道

会
に
入
会
し
、
次
年
か
ら
総
務
部
で
歴
代
の
会
長
ほ
か

役
員
の
皆
様
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
頂
き
な
が
ら
業
務

を
進
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
事
は
、
今
か
ら
思
え
ば
大

き
な
喜
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
田
市
文
化
団
体
連
盟
主
催
の
秋
田
市
芸
術

祭
・
文
化
の
祭
典
に
精
力
的
に
参
加
し
、
複
数
の
団
体

間
で
協
力
で
き
る
素
晴
ら
し
い
展
覧
会
が
出
来
る
様
に

努
め
て
来
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
事
が
出
来
た
の
も
、
秋
田
県
書
道
連
盟
の

中
で
、
展
覧
会
部
に
所
属
し
な
が
ら
色
々
な
方
々
の
書

に
対
す
る
姿
勢
を
見
、
体
験
で
き
た
お
か
げ
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
を
機
に
地
域
活
動
を
は
じ
め
と
す
る

秋
田
県
の
書
道
の
発
展
に
微
力
な
が
ら
も
努
力
す
る
所

存
で
お
り
ま
す
。

奥様・お弟子さんに囲まれて喜びいっぱいの豊道先生

秋
田
県
芸
術
文
化
章
を
受
章
し
て

藤　

原　

豊　

道

秋
田
市
文
化
団
体
連
盟
章
を
受
章
し
て

保　

坂　

省　

峰
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これまでの主な展覧会（連盟会員所属団体）

 第24回秋田一先会書展
（R7.11.29 ～ 12.1　アトリオン）

第48回瀾の会書展
（Ｒ8.1.23 ～ 25　アトリオン） 

第65回新年書きぞめ展
(R8.3.6 ～ 8　秋田県立美術館)

第64回秋田市書道会展
(R8.3.13 ～ 16　アトリオン)

千田寿山小品書展
（Ｒ8.2.16 ～ 3.31　北都銀行八郎潟支店）

第16回書人秋田会展
（R7.9.20 ～ 28　あきた文化交流発信センター） 

第21回毎日書道秋田新春展
（R8.1.16 ～ 19　アトリオン） 

第51回秋田県秀作美術展
(Ｒ8.2.26 ～ 3.1　秋田県立美術館県民ギャラリー )

加藤了楓前衛書展ー点と線と〇△□ー
（R7.10.3 ～ 8 フォンテあきた文化交流センター） 

佐藤晃山・千田寿山二人展
（Ｒ7.12.1 ～Ｒ8.2.14 井川町公民館町民ギャラリー） 

石川抱鶴書展～可能性への挑戦～併催にいだこども園書道教室展
（Ｒ７.11.1 ～ 3　県立美術館県民ギャラリー） 

第13回書遊会展
(R8.3.6 ～ 9　五城目町五城館)

 

   秋田県唯一の 

   月刊教育書道誌 
             ～おかげ様で創刊 73周年～  

  

書  友  社 
 

 〒010-0954 秋田市山王沼田町 11-11 

 TEL  018-862-3484  FAX  018-862-3485 

 MAIL shoyusha-akita@outlook.jp 

総合書道用品販売
◎展覧会・企　画・展　示
◎〈表 具〉〈額 装〉〈軸 装〉
◎各種展覧会搬入搬出承ります
◎文房四宝・低価格にて提供しております

〒010－0952　秋 田 市 山 王 新 町 ４ － ５
TEL 018－863－6001　FAX 018－863－6004
ホームページアドレス　http ://kuraya-shodou .com
メールアドレス　kuraya@seagreen.ocn.ne. jp

株式会社
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●第33回瀾の会小品展
　令和８年４月10日（金）～12日（日）
　アトリオン

●第17回書闊の会書道展
　（東海林汎山書道教室作品展）
　令和８年４月10日（金）～13日（月）
　アトリオン

●第57回六葉會書展
　令和８年４月17日（金）～20日（月）
　アトリオン

●第39回秋田一東書道会
　令和８年５月15日（金）～17日（日）
　アトリオン

総務部・広報部に届いている展覧会を掲
載しております。引き続き情報提供を宜
しくお願いいたします。

今後開催予定の主な展覧会

　日頃から本会の運営につきましては、格
別のご理解とご協力を賜り誠にありがとう
ございます。
　本会は、より多くの書道を愛好する皆様
に活躍と研修の場、作品発表の場、会員相
互の情報交換の場などとしていただくため
活動しております。
　会員は随時募集しておりますので、事務局
までお問い合わせ下さい。
　事務局　深　井　春　祥
　ホームページ　https://akita-shoren.jp

会員募集

須　

田　

照　

子
（
由
利
本
荘
市
）

浅　

野　
　
　

忍
（
由
利
本
荘
市
）

工　

藤　

里　

美
（
由
利
本
荘
市
）

斉　

藤　

麻　

貴
（
由
利
本
荘
市
）

堀　

内　

理
紗
子
（
由
利
本
荘
市
）

三　

浦　
　
　

遥
（
由
利
本
荘
市
）

髙　

橋　

潤　

一
（
由
利
本
荘
市
）

工　

藤　

由
紀
子
（
由
利
本
荘
市
）

安　

倍　

波
音
子
（
に
か
ほ
市
）

本　

間　

諒　

洲
（
大　

館　

市
）

打　

矢　

博　

子
（
由
利
本
荘
市
）

打　

矢　

敏　

昭
（
由
利
本
荘
市
）

毛　

利　

美　

緒
（
能　

代　

市
）

小　

野　

恵
美
子
（
八　

峰　

町
）

泉　
　
　

玲　

苑
（
秋　

田　

市
）

　ユネスコ無形文化遺産に、日
本の酒造りに続き、日本の書道

がいよいよ審議に入ったという明るいニュースが聞こえ
てきます。
　2025日本国際博覧会（大阪・関西万博）にて、書のイ
ベント「未来へつなぐ日本の書～空・海・時を超えて～」
が開催されました。万博のテーマは『いのち輝く未来社
会のデザイン』。最新のテクノロジーを駆使して伝統と
融合させたエア書道やＶＲ書道、水書やワークショップ
等も行われ、多くの方々が楽しく体験し、書に触れたそ
うです。
　書を愛好する者として、こうした明るい話題に触れる
ことができるのは、とても嬉しいことだと思う今日この
頃です。
　令和７年度秋田県芸術文化振興大会（県芸術文化協会
主催）では「県芸文協若手協会員の嘆き！」をテーマにパ
ネルディスカッションが行われました。自分よりも下の
世代にできることは何か、未来のためにできることは何
か、一人でも多くの方が考えることができたなら、明る
い扉が開けるような気がします。　　　　 （広報部一同）

新会員のご紹介（敬称略）

美術表装一式
掛軸、和額、屏風、襖

中山表具店
〒011̶0917 秋田市飯島道東二丁目４番10号

TEL　0 1 8 （ 8 4 6 ） 8 4 9 6

編 集 後 記

物故者　●千　葉　涼　翠　様（八峰町）

連盟にご報告のあった方を掲載しています。
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